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べ 融

麟
―

道
鷲 糧I輛轟

一

年

務イ夢

"            `静じ数嗣鬱 鋒Fi=〃

□
”押″

′監1警

0事へ3

17,A辛

y::--Iht6&!4
。イ

'こ

こ惚 (``・ “
g

”
　

一
紺

懃

饗

士
　

出訛
計

熙

麟

鱗

違

　

答

宙

鸞

縄

１

、隠
鐵̈が
減
り
「
・・『
計



II薪覇鷲II三爾ギ筆
=を
丁懸攀

'″

李
・
ザ懇riて幕鮮 :蕩J晨l:マ五懇覆fF暮蕩あ

…‐

|:}:ず デr― トィクを
'す

ゲイえ|アイ舞守機ノイ``プアィサー:=驚 Z鷹
:ヽ
すう黎

要求躍繭では壌僣ない舞涯上の纂薦等について、次銀 1)～ 夕)を轟簿的に変述又1ま 図示する。

41' 墓攀陽磯 事務菫A.貸事務務意及び共爵諄Iについて、次の機、奮井競蕉から配慮 したこと

陸上罐 (多・ニアオアィス、携鵞輩及1ド羅上奎鐵,iこつしヽ―

=li対 応爾能な空間′

`く

,O鏡薦から鍵雛彗たこと
収機性■倍燿性、多様な働きな

:4' 雙事務室A政び璧事務室Bた級露なた雀調方式

`
機み観点から鑓醸諄たこと

鵞事務室Aみび贅事1務 室醸に機議した警1嚢方式を
した■と

そ,響1饉方式を鷲欄した理曲■i寵鑽

省==ネルギー及び二畿
`ヒ

羨餐擁轟麗購減れうなヽて,次み↓■‐0み観点から難雄したこと

`'核

1鐵事務菫Aエタま鷲事務室餞弗べ
'メ

ータープーンの鋳藩舞細■分滲‐る爾やイ,ス ト諄準縮
彙 115摯機度、

‐・リー⌒レ汀でもよい
`,及

び轟仲毯|～参

“

ずイント(全て【イメージ餞諄記
入機Iに壼五する。なお、11)ヽ 16):こ 魏遂した内容やそ4塩

=共
した輩な春わせ

‐~記
入な

毎 爾 ,レ ー嘩輻 考■

ズャノ=夕 ,■ レ●瑠酵鶴辞携澪奪壕蓄ぶ

露爾した警進確瑠1を ,その構逢鷺警′を推澤し、■難■1終擁奮彎とす
豪旗ぴ鹸鱚餞脅鍵鐘鮭簿にういでな鑢●たこ履銭露赫1'ノ〆‰甍

令
和
４
年
　
一
畿
建
築
士
試
験

「設
計
製
図
め
試
験
』

答

案

購

紙

壼
一　
諸
画
の
要
点
等

準ら

“

な霧多t`で
1

"じ

し′発を響場
lt動と脆`tt,》島,7むアでしりXを 1罐 と

4fl■ IIi{i楚、_聾婁L

藤鴫した雀鋼方式  |(霧 写リウ|をxけイトジ誓 レタ争rvヶ ″ン・リガィ

纂鮫癬スペー■
1‐案内権、菫件後、配警ス=… ■等)舜確催

夕虐4矯 ryl権申卜移ゅ′奪ィド機 i工鬱轟ゞ を■客麗/ル′■1務義ι√t・ 難筆驚ぽ―ず

瞥静膚俸∵t(ゲ 錘ダtな 攘サ 孝アントの》督多塔脇(1■議″覧,し 1,。

参貸警撃室A及 び鸞事務整お彙法遂性

二議
'f颯

輌め上場 だリブ́ 響～7''レ じてシケ′/7アリンな'奪:な繊ソτ,ング
′
;ヤ霧

“
啜fttt念烙鷲篭奪ま霧予″

"憲
雄 てで√,解ノ篠″レ 簾イ娠Fr'事アルを協 議色海 移 :

″葛じ万1石
∵~……∵… ~`~――∵             キィ

11:1__筆鷺.囃.iを11ダ多重資性■奎9

1譲

・
藤;療 7:麗浄」

~‐

落
・
藤
・
摩

｝摯
一

一
・一一

Ｔ腹

イ 多議寺,`し■●́」 ・


